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R01a ALMA [CII]輝線・遠赤外線連続波観測とNRO 45m CO(5-4)輝線観測で探る
z ≈ 5の超臨界降着クエーサー J0131-0321の母銀河の性質
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近年のミリ波/サブミリ波干渉計を用いた観測によって、高赤方偏移クエーサーの多くがダストに覆われた激
しい星生成活動を伴っていることがわかってきた。また、高赤方偏移クエーサーは近傍のクエーサーに比べて理
論限界に近いような高い質量降着率をもつ傾向にある。これらの事実は、高赤方偏移クエーサーが大質量ブラッ
クホール (SMBH)とその母銀河が共に急速に成長している、両者にとって極めて重要な進化段階にあることを示
唆している。一方で、これまでの高赤方偏移クエーサーの観測は、radio-quietなものにほとんど限られており、
radio-mode feedbackのクエーサー母銀河における役割の観測的理解はまだほとんど進んでいない。そこで本研究
は、超臨界降着を示す SMBH(エディントン比 λEdd = 3.1)をもち、MgII輝線の分光スペクトルから z = 5.18と推
定されている radio-loudなクエーサー J0131-0321に着目した。母銀河の性質を調査するため、我々はALMA望
遠鏡 Band7受信機を用いて取得された [CII] 158µm輝線・遠赤外線連続波 (λobs ∼ 1mm)観測データの解析を行
い、また野辺山 45m電波望遠鏡を用いてCO(5-4)輝線の観測を行った。その結果、[CII]輝線およびCO(5-4)輝
線を S/N比∼5-6σで検出し母銀河の赤方偏移が z = 5.193であること、MgII輝線は母銀河に対して約 500 km/s
青方偏移していたことがわかった。波長 1mm帯の連続波放射から推測される赤外線光度 (LIR ≈ 2.0 × 1012L⊙)
は、活発な星形成活動 (SFR ∼ 240 M⊙yr

−1)を示唆しており、本クエーサーは強い電波活動を示しているが依然
として母銀河も急成長中であると考えられる。


